
断面図 S=1:30

※()内は、終点側を示す。

(
～

2
3
0
)

(440)

上流側 下流側

Co

転石

Φ120

土砂堆積

大師1号橋

Co

Co

99.568

96.215

96.535

96.370

98.243
97.960

98.103
97.521

97.334

97.256

(敷)97.833

97.727

97.911

96.037
92.119

95.14895.141

93.268

93.359

92.152

96.457
96.017

95.941

96.118

95.859

96.921

95.129

95.092

95.109

95.137

97.596

97.63797.73197.819

97.575

97.484

97.483

97.552

97.568

97.826

97.962

95.943

F-1

F-2

98.131

97.562

N
O
.
0
+
1
0
.
0

N
O
.
0
+
1
1
.
5

N
O
.
0
+
1
3
.
0

N
o
.
1
(
E
P
)

(主)徳島上那賀線

図示

現橋一般図

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

1 / 12

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

大師1号橋

現橋一般図

側面図 S=1:50

現橋諸元
橋梁名

路線名

設計活荷重

桁長

支間長

幅員

上部工形式

下部工形式

適用示方書

架設年次

交差条件

大師1号橋

(主) 徳島上那賀線

2等橋　(T-14t荷重)

3.60m

3.30m　(仮定)

有効：W=3.22m～3.20m、全幅：W=4.02m～4.00m

RC床版橋

重力式橋台

昭和39年道示

1965年(昭和40年)　(60年経過)

河川

橋長 3.60m

※橋梁台帳・定期点検調書・現地計測等を参考

DL=90.000

平面図 S=1:50

起点側(右岸側)

至 徳島市

終点側(左岸側)

至 那賀町

起点側(右岸側)

至 徳島市

終点側(左岸側)

至 那賀町

実施設計図面
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施工延長　L=4.5ｍ



断面図 S=1:30

※()内は、終点側を示す。
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図示

補修対策一般図

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名
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大師1号橋

補修対策一般図

側面図 S=1:50

DL=90.000

平面図 S=1:50

起点側(右岸側)

至 徳島市

終点側(左岸側)

至 那賀町

起点側(右岸側)

至 徳島市

終点側(左岸側)

至 那賀町

対　策　工

断面修復工（左官工法：ポリマーセメントモルタル）

床版

削孔跡充填工（無収縮モルタル充填）

根継工（コンクリート打設）

水切り設置工（EPDM系ゴム発泡体）

補修対策一覧

断面修復工
水切り設置工
削孔跡充填工

断面修復工
水切り設置工
削孔跡充填工

根継工

根継工

落差工

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

実施設計図面

400 3220(～3200) 400
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床版

床版

落差工

落差工

根継工　L=4500

根継工　L=4500

施工延長　L=4.5ｍ



図示

上部工補修図(1/2)

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名
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大師1号橋

床版下面

A1橋台
A2橋台

至　徳島市
右岸側

至　那賀町

左岸側

上流側側面

A2橋台
A1橋台

至　那賀町
左岸側

至　徳島市

右岸側

上部工補修図(1/2)

断面修復工
[左官工法]

現 状

うき・剥落部

コンクリートはつり

鉄筋防錆処理

断面修復

・ワイヤーブラシ等により鉄筋表面
　の錆を落とす。

鉄筋ケレン

・はつり範囲にカッターを入れる。
・電動ピックを用いてコンクリート
　劣化部をはつる。

施工フロー図

補 修

断面修復材量Vは下式より算出する。
　V=W・L・t・1.18
ここに、
  V    :断面修復材量
　W    :修復幅
　L　　:修復長
　t    :修復厚
  1.18 :ロス率

断面修復工(左官工法)：鉄筋ケレン・防錆処理を含む

番号

1

2

3

幅(m)

0.60

0.50

0.10

長さ(m)

0.70

0.50

1.30

厚さ(m)

0.07

0.07

0.07

数量(m3)

0.029

0.018

0.009

備考

床版

〃

〃

S=1:30 S=1:30

W600xL700mm

W500xL500mm

W100xL1300mm

(断面修復工)

ポリマーセメント

 はつり工

既設躯体

断面修復工(参考図)
(左官工法：鋼材かぶりが薄い場合の断面修復工)

    最小かぶり＝Max  b：最大径の鉄筋の呼び径から最外縁鉄筋の呼び径を控除した値

 c：気中の場合9mm　or　水中又は土中の場合17mm

 a：最外縁鉄筋の呼び径

 ＋ 施工誤差として3mm考慮する

注記)
1.施工前に現地計測を行い、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。
2.断面修復材は、ポリマーセメントモルタルを基本とする。
　ただし、施工性等から材料を変更する場合は協議を行い決定すること。
3.修復厚さは、主鉄筋裏側までに若干の余裕を考慮して、70mmに設定している。
　ただし、鉄筋の腐食状況等を確認した上、はつり厚さを変更する場合は協議を行い決定すること。
4.状況によっては、はつり深さや範囲を変更する必要が生じる場合もあるが、構造上への影響が生
　じないように、監督員と十分協議を行って適切に対応すること。
5.数量表は、ロス率を加味しない値を示す。

・ケレンした鉄筋表面に刷毛を用い
　て鉄筋防錆材を塗布する。

1)ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし，当初
  の形状に戻す。
2)1回の埋め戻し厚は，20～30mmを標準とし，下層
　モルタルが十分硬化したことを確認したうえ
　で，次層のモルタルを塗り重ねる。
3)露出させた鉄筋の背面側には，断面修復材が回り
　にくいため，特に入念に埋め戻す必要がある。

※設計最小かぶり

　「PAE系ポリマーセメントモルタルを用いたコンクリート構造物の補修・補強に関する設計・施工マニュアル(案)」を準用し、以下に示す設計最小かぶりを確保すること。

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

実施設計図面

4鉄筋防錆処理

1カッター工 1カッター工

2はつり工

3プライマー塗布

5断面修復材
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水切り設置工数量表

名　　称 規　　格 算　　式 数　量 備　　考

水 切 り 材 EPDM系ゴム 3.00×2 6.00 m ウォーターカッター、同等品

(1橋当たり数量)

図示

上部工補修図(2/2)

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

4 / 12

大師1号橋

床版下面

A1橋台
A2橋台

至　徳島市
右岸側

至　那賀町

左岸側

上部工補修図(2/2)

S=1:30

(水切り設置工、削孔跡充填工)

φ30

既設材料再利用

　　500　400

φ30

σck=24N/mm2

削孔跡充填工 S=1:20

上流側 下流側

撤去断面図

上流側 下流側

復旧断面図

※()内寸法は、左岸側を示す。

削孔跡充填工　撤去時数量表

算　　式 数　量 備　　考

2.15

0.23 m3

m

規　　格名　　称

舗装版切断工

地覆コン撤去工

Con殻運搬・処分費

アスファルト舗装　t=40mm

無筋構造物、人力施工

無筋コンクリート W=0.54t

0.500×2＋1.150

(1.0橋当たり)

右
岸
側

0.58 m2舗装版破砕積込 小規模土工準用、路盤材含む 0.500×1.150

As殻運搬・処分費 アスファルト破砕塊 0.500×1.150×0.040 0.02 m3 W=0.05t

2.13 m舗装版切断工 アスファルト舗装　t=40mm 0.500×2＋1.130

左
岸
側

0.57 m2舗装版破砕積込 小規模土工準用、路盤材含む 0.500×1.130

As殻運搬・処分費 アスファルト破砕塊 0.500×1.130×0.040 0.02 m3 W=0.05t

削孔跡充填工　復旧時数量表

算　　式 数　量 備　　考

0.0003

0.86 m2

m3

規　　格名　　称

無収縮モルタル充填

地覆コン型枠

アスファルト舗装

極小規模、無収縮モルタル

小型構造物

車道部、t=4cm 0.500×1.150 0.58 m2

1/4×π×0.030^2×0.180×2

(1.0橋当たり)

右
岸
側

地覆コンクリート 小型構造物、σck=24N/mm2

路盤工 t=41cm 0.500×1.150 0.58 m2

0.0003 m3無収縮モルタル充填

アスファルト舗装

極小規模、無収縮モルタル

車道部、t=4cm 0.500×1.130 0.57 m2

1/4×π×0.030^2×0.180×2

左
岸
側

路盤工 t=29cm 0.500×1.130 0.57 m2

3層施工

W=1.4m未満

2層施工

W=1.4m未満

　400 　 500

0.23 m3

0.15 m3地覆コン撤去工 無筋構造物、人力施工

Con殻運搬・処分費 無筋コンクリート W=0.35t0.15 m3

0.23 m3

地覆コンクリート 小型構造物、σck=24N/mm2 0.15 m3

0.62 m2地覆コン型枠 小型構造物

※()内寸法は、左岸側を示す。
※路盤材は仮置きしておき、復旧時に再利用する。

(0.400×0.100＋1/2×(0.400

＋0.490)×0.350)×1.150

(0.100＋0.450＋0.350×1.0325)

×1.150－(0.100＋0.350×1.0325)

×0.400

注記)
1.施工前に現地計測を行い、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。
2.無収縮モルタルは床版下面の断面修復材硬化後に充填すること。
3.削孔跡に無収縮モルタルを充填する前に以下の処置を施しておくこと。
　・高圧洗浄等により削孔内面部の汚れをできるだけ除去しておく。
　・削孔内部の下地処理の代替作業として、筒形の金ブラシ等を用いて内面部を掃除すること。
4.路盤材は、仮置きした既設材料を再利用すること。
5.既設地覆が配筋されていない場合は、差筋を配置する等、発注者と協議の上、適切な処置を行うこと。

注記)
1.施工前に現地計測を行い、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。
2.路盤材は復旧時に再利用するため、仮置きしておくこと。
3.地覆コンクリート撤去時にガードレール基礎を破損しないよう十分注意して施工を行うこと。
　必要であれば適切な養生を行うこと。
4.地覆コンクリート撤去時に既設鉄筋を切断しないよう、十分注意して作業すること。

(0.400×0.100＋1/2×(0.400

＋0.490)×0.350)×1.150

(0.400×0.100＋1/2×(0.400

＋0.440)×0.230)×1.130

(0.400×0.100＋1/2×(0.400

＋0.490)×0.350)×1.150

(0.400×0.100＋1/2×(0.400

＋0.440)×0.230)×1.130

(0.400×0.100＋1/2×(0.400

＋0.440)×0.230)×1.130

(0.100＋0.330＋0.230×1.0150)

×1.130－(0.100＋0.230×1.0150)

×0.400

エポボンド1CH

EPDM系ゴム

水切り設置工詳細図 S=1:3

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

実施設計図面
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4
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水切り設置工　L=3000

水切り設置工　L=3000

1150 1130

削孔跡充填工 削孔跡充填工

無収縮モルタル充填
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舗装材撤去・復旧工

400 400
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断面図 S=1:100

▽EL=93.84
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工種

作業土工

単位細別 規格 数量

数量表

m3土砂、現場制約有

m3
床掘

0.42軟岩、現場制約有

m3 0.07埋戻コンクリート 無筋構造物、バックホウ打設

m3 －埋戻し 土砂、現場制約有、転圧無

(1.0m当たり)

m3 1.44コンクリート 無筋構造物、バックホウ打設

m2 1.62型枠 無筋構造物

掛m2 1.62足場工 単管傾斜足場

根継工

－

工種

作業土工

単位細別 規格 数量

数量表

m3土砂、現場制約有

m3
床掘

0.54軟岩、現場制約有

m3 0.08埋戻コンクリート 無筋構造物、バックホウ打設

m3 0.06埋戻し 土砂、現場制約有、転圧無

(1.0m当たり)

m3 1.41コンクリート 無筋構造物、バックホウ打設

m2 2.04型枠 無筋構造物

掛m2 2.04足場工 単管傾斜足場

根継工

0.03

工種

作業土工

単位細別 規格 数量

数量表

m3土砂、現場制約有

m3
床掘

0.58軟岩、現場制約有

m3 0.07埋戻コンクリート 無筋構造物、バックホウ打設

m3 0.65埋戻し 土砂、現場制約有、転圧無

(1.0m当たり)

m3 1.66コンクリート 無筋構造物、バックホウ打設

m2 2.60型枠 無筋構造物

掛m2 2.60足場工 単管傾斜足場

根継工

0.65

1:
1.
0

TP=90.000

FH=
GH=97.830

土砂堆積

As

As

TP=90.000

FH=
GH=97.920

1 NO.0+10.0

As

土砂堆積
土砂堆積

As

2 NO.0+11.5

3 NO.0+13.0

土砂堆積 土砂堆積

TP=90.000

FH=
GH=97.760

土砂堆積

図示

落差工補修図

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名
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大師1号橋

落差工補修図

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

Co

転石

Φ100　VP75

Φ120

土砂堆積

大師1号橋

Co

Co

99.568

96.215

97.625

95.804

96.535

96.370

95.070

94.188

93.992

93.992

93.967

93.977

98.243
97.960

98.103 97.521

100.846

97.334

97.256

(敷)97.833

97.727

97.911

96.037

92.042

92.169

92.119

92.308

92.121

96.421

94.357

95.148

95.141

93.268
93.359

92.152

96.457
96.017

95.941

96.118

95.859

96.921

95.129

95.092

95.109

95.137

93.935

93.914

94.741

95.117 94.357

94.667

97.596

97.63797.73197.819

97.575

97.484

97.483

97.552

97.568

97.826

99.725

97.962

94.669

93.655

93.863

92.777

93.623

93.332

95.943

Φ150

VP75

F-1

F-2

98.131

97.562

N
O.
0+1

0.
0

N
O.
0+1

1.
5

N
O.
0+1

3.
0

No
.1(

EP
)

平面図 S=1:60

正面図 S=1:60

1
:
0
.
3

 
5
0
c
m
以

上 (
H
=
3
0
0
0
～
2
1
0
0
)

▽EL=93.84

1
:
0
.
3

1
:
0
.
2

▽EL=93.84 ▽EL=93.84

▽EL=90.84

▽EL=91.34

▽EL=91.74

▽EL=90.84

LEVEL

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

※現地盤に摺り付ける両側端部は、岩着するために岩盤を露出させた上で
　コンクリートを打込むこと。
※摺り付け部の形状に応じて、構造寸法を適切に現場で変更すること。
※推定岩盤線の深浅が現場と異なる場合は、根継工高さを適切に変更すること。
※これらの対応に関しては、発注者と協議を行ってから作業を行うこと。

1
 
N
O
.
0
+
1
0
.
0

2
 
N
O
.
0
+
1
1
.
5

3
 
N
O
.
0
+
1
3
.
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根継工 S=1:60

σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

※洗掘部の空洞の状況によっては、コンクリートの充填性を確保するため、適切に対応すること。
　(高流動化を図る混和材を使用する、落差工洗掘部のコンクリート不陸を整形する等。)
※橋梁直下等の堆積土砂は、作業に支障が生じないよう移動させておくこと。

TP=90.000

実施設計図面

2
1
0
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5
0
0

5
4
7

400

400
推定岩盤線
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H
=
2
5
0
0

400

400

900 1500 1500 600

根継工　L=4500

900 670 80 1400 100 750 600

根継工　L=4500

5
0
0

4
0
0

2
1
0
0

3
0
0
02
5
0
0

埋戻しコンクリート

根継コンクリート

推定岩盤線

900 1500 1500 600

根継工　L=4500

根継工　L=4500



断面図 S=1:30

※()内は、終点側を示す。

(
～

2
3
0
)

上流側 下流側

断面修復工
[左官工法]

現 状

うき-剥落部

コンクリートはつり

鉄筋防錆処理

断面修復

-ワイヤーブラシ等により鉄筋表面
　の錆を落とす。

鉄筋ケレン

-はつり範囲にカッターを入れる。
-電動ピックを用いてコンクリート
　劣化部をはつる。

施工フロー図

補 修

断面修復材量Vは下式より算出する。
　V=W-L-t-1.18
ここに、
  V    :断面修復材量
　W    :修復幅
　L　　:修復長
　t    :修復厚
  1.18 :ロス率

START

END

施工フロー図

削孔跡充填工

水替え工を撤去する

注記)
1.施工前に現地計測を行い、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。
2.断面修復材は、ポリマーセメントモルタルを基本とする。
　ただし、施工性等から材料を変更する場合は協議を行い決定すること。
3.修復厚さは、主鉄筋裏側までに若干の余裕を考慮して、70mmに設定している。
　ただし、鉄筋の腐食状況等を確認した上、はつり厚さを変更する場合は協議を行い決定すること。
4.状況によっては、はつり深さや範囲を変更する必要が生じる場合もあるが、構造上への影響が生
　じないように、監督員と十分協議を行って適切に対応すること。
5.数量表は、ロス率を加味しない値を示す。

-ケレンした鉄筋表面に刷毛を用い
　て鉄筋防錆材を塗布する。

1)ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし,当初
  の形状に戻す。
2)1回の埋め戻し厚は,20～30mmを標準とし,下層
　モルタルが十分硬化したことを確認したうえ
　で,次層のモルタルを塗り重ねる。
3)露出させた鉄筋の背面側には,断面修復材が回り
　にくいため,特に入念に埋め戻す必要がある。

0.2m3級バックホウで下流側から
進入し、掘削を行う

バケット工法により
コンクリートを打設する

必要に応じて床版下へ作業架台を
設け、上部工補修を行う

上流側の河床全幅に土のうを配置し、
排水ポンプ及び排水ホースにより

水替えを行う

※床版下空間高さが2m程度であるため、床版下面の補修作業を安全に実施できるよう、必要であれば簡易な作業架台を設けること。
※万が一、降雨等により河川の増水が懸念される場合は、速やかに工事を中止し、必要に応じて簡易作業架台の解体を行うこと。
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図示

施工要領図(1/2)（参考図）

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名
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大師1号橋

施工要領図(1/2)（参考図）

側面図 S=1:50

DL=90.000

平面図 S=1:50

起点側(右岸側)

至 徳島市

終点側(左岸側)

至 那賀町

起点側(右岸側)

至 徳島市

終点側(左岸側)

至 那賀町

(橋梁本体補修時)

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

φ30

既設材料再利用

　　500　400

φ30

σck=24N/mm2

上流側 下流側

撤去断面図

上流側 下流側

復旧断面図

※()内寸法は、左岸側を示す。

　400 　 500

※()内寸法は、左岸側を示す。
※路盤材は仮置きしておき、復旧時に再利用する。

実施設計図面

400 3220(～3200) 400

300 4020(～4000)

　
3
5
0
　

1
0
0

2
5
04
5
0
(
～

3
3
0
)

アスファルト舗装　t=40mm

路盤材

2
0
0
0

4鉄筋防錆処理

1カッター工 1カッター工

2はつり工

3プライマー塗布

5断面修復材

コンクリート

鉄筋既設部コンクリート

最
小

純
か
ぶ

り
厚

300 3000 300

橋長(桁長)　3600

2
0
0
0

300 3000 300

橋長(桁長)　3600

4
0
0

3
2
2
0

4
0
0

4
0
2
0

4
0
0

3
2
0
0

4
0
0

4
0
0
0

アスファルト舗装　t=40mm

路盤材　t=410mm(290mm)

2
5
0

φ30

φ30

4
5
0
(
3
3
0
)

削孔跡

アスファルト舗装　t=40mm

路盤材　t=410mm(290mm)

2
5
0

φ30

φ30

舗装材復旧地覆復旧

4
5
0
(
3
3
0
)

削孔跡

コンクリート

7
0

1
8
0 無収縮モルタル充填

断面修復工

3
5
0
(
2
3
0
)
1
0
0

490(440)

地覆撤去 舗装材撤去

3
5
0
(
2
3
0
)
1
0
0

490(440)



※排水ポンプの吐口は作業の支障とならないよう下流側へ導くこと。

※排水ポンプの吐口は作業の支障とならないよう下流側へ導くこと。

START

水替え工を撤去する

施工フロー図

END

バケット工法により
コンクリートを打設する

0.2m3級バックホウで下流側から
進入し、掘削を行う

必要に応じて床版下へ作業架台を
設け、上部工補修を行う

上流側の河床全幅に土のうを配置し、
排水ポンプ及び排水ホースにより

水替えを行う

図示

施工要領図(2/2)（参考図）

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名
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大師1号橋

施工要領図(2/2)（参考図）
(落差工補修時)

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

平面図 S=1:60

積
高
60
cm

120m3未満、1台

Co

転石

Φ100　VP75

Φ120

土砂堆積

大師1号橋

Co

Co

99.568

96.215

97.625

95.804

96.535

96.370

95.070

94.188

93.992

93.992

93.967

93.977

98.243
97.960

98.103 97.521

100.846

97.334

97.256

(敷)97.833

97.727

97.911

96.037

92.042

92.169

92.119

92.308

92.121

96.421

94.357

95.148

95.141

93.268
93.359

92.152

96.457
96.017

95.941

96.118

95.859

96.921

95.129

95.092

95.109

95.137

93.935

93.914

94.741

95.117 94.357

94.667

97.596

97.63797.73197.819

97.575

97.484

97.483

97.552

97.568

97.826

99.725

97.962

94.669

93.655

93.863

92.777

93.623

93.332

95.943

Φ150

VP75

F-1

F-2

98.131

97.562
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+1
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断面図 S=1:100

1:
1.
0

▽EL=93.84

1
:
0.
3

1:
0
.
3

1
:
0
.
2

▽EL=90.84

120m3未満、1台

3 NO.0+13.0

土砂堆積 土砂堆積

TP=90.000

FH=
GH=97.760

土砂堆積

実施設計図面

900 1500 1500 600

根継工　L=4500

根継工　L=4500

土
の
う
工

積延
長　

L=3000

排水ポンプ

排水ホース

推定岩盤線

3
0
0
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400

土のう工

積
高

6
0
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m

排水ホース

排水ポンプ



断面図 S=1:30

上流側下流側

図示

現橋一般図

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名
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無名3号橋

※()内は、終点側を示す。

現橋一般図

側面図 S=1:50

現橋諸元
橋梁名

路線名

設計活荷重

桁長

支間長

幅員

上部工形式

下部工形式

適用示方書

架設年次

交差条件

無名3号橋

(主) 徳島上那賀線

不明

3.78m

3.45m　(仮定)

有効：W=3.27m～3.34m、全幅：W=4.07m～4.14m

RC床版橋

重力式橋台

不明

※推定：1965年(昭和40年)　(60年経過)

河川

橋長 3.78m

※橋梁台帳・定期点検調書・現地計測等を参考

平面図 S=1:50

起点側(左岸側)

至 徳島市

終点側(右岸側)

至 那賀町

DL=92.000

起点側(左岸側)

至 徳島市

終点側(右岸側)

至 那賀町

(主)徳島上那賀線

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

露岩

露岩

崩壊

AS

AS 無名3号橋

Co

Co

99.080

99.517

95.001 95.009

93.804

97.484

99.301

99.601

98.421

97.752

97.854

94.860

92.975

91.021

91.374
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97.969

96.114

99.158 99.074
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96.77495.545
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98.934
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96.288

99.208

98.900

94.829

96.489

F-3

F-4
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99.872

土砂堆積
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転石
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P)

実施設計図面

4003270(～3340)400

4070(～4140)

アスファルト舗装　t=112mm

路盤材

4500
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8
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)
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0
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橋長(桁長)　3780
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4
0
0

3
2
7
0

4
0
0

4
0
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0
0

3
3
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0
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0
0

4
1
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施工延長　L=3.8ｍ

施工延長　L=3.8ｍ



断面図 S=1:30

上流側下流側

図示

補修対策一般図

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名
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無名3号橋

※()内は、終点側を示す。

断面修復工
表面処理工
水切り設置工

補修対策一般図

側面図 S=1:50

平面図 S=1:50

起点側(左岸側)

至 徳島市

終点側(右岸側)

至 那賀町

DL=92.000

起点側(左岸側)

至 徳島市

終点側(右岸側)

至 那賀町

対　策　工

断面修復工（左官工法：ポリマーセメントモルタル）

床版

水切り設置工（EPDM系ゴム発泡体）

表面処理工（表面含浸工：亜硝酸リチウム併用型）

補修対策一覧

断面修復工
表面処理工
水切り設置工

断面修復工
表面処理工
水切り設置工

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

露岩

露岩

崩壊

AS

AS 無名3号橋

Co

Co

99.080

99.517

95.001 95.009

93.804

97.484

99.301
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実施設計図面

4003270(～3340)400

4070(～4140)

アスファルト舗装　t= mm

路盤材

4500
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図示

上部工補修図(1/2)

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

10 / 12

無名3号橋

床版下面

至　徳島市
左岸側

至　那賀町

右岸側

上部工補修図(1/2)

断面修復工
[左官工法]

現 状

うき・剥落部

コンクリートはつり

鉄筋防錆処理

断面修復

・ワイヤーブラシ等により鉄筋表面
　の錆を落とす。

鉄筋ケレン

・はつり範囲にカッターを入れる。
・電動ピックを用いてコンクリート
　劣化部をはつる。

施工フロー図

補 修

断面修復材量Vは下式より算出する。
　V=W・L・t・1.18
ここに、
  V    :断面修復材量
　W    :修復幅
　L　　:修復長
　t    :修復厚
  1.18 :ロス率

断面修復工(左官工法)：鉄筋ケレン・防錆処理を含む

番号

1

2

3

幅(m)

1.000

0.600

0.300

長さ(m)

1.250

0.950

1.250

厚さ(m)

0.060

0.060

0.060

数量(m3)

0.075

0.034

0.023

備考

床版

〃

〃

S=1:30

(断面修復工)

ポリマーセメント

 はつり工

既設躯体

断面修復工(参考図)
(左官工法：鋼材かぶりが薄い場合の断面修復工)

    最小かぶり＝Max  b：最大径の鉄筋の呼び径から最外縁鉄筋の呼び径を控除した値

 c：気中の場合9mm　or　水中又は土中の場合17mm

 a：最外縁鉄筋の呼び径

 ＋ 施工誤差として3mm考慮する

A1橋台
A2橋台

W1000xL1250mm

W600xL950mm

W300xL1250mm

W350xL650mm

W200xL250mm

W150xL150mm

W200xL350mm

W300xL250mm W700xL750mm

W1100xL350mm

W500xL350mm

W300xL200mm

W600xL1650mm

4 0.350 0.650 0.060 0.014 〃

5 0.200 0.250 0.060 0.003 〃

6 0.150 0.150 0.060 0.001 〃

7 0.200 0.350 0.060 0.004 〃

8 0.300 0.250 0.060 0.005 〃

9 0.700 0.750 0.060 0.032 〃

10 1.100 0.350 0.060 0.023 〃

11 0.500 0.350 0.060 0.011 〃

12 0.300 0.200 0.060 0.004 〃

13 0.600 1.650 0.060 0.059 〃

注記)
1.施工前に現地計測を行い、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。
2.断面修復材は、ポリマーセメントモルタルを基本とする。
　ただし、施工性等から材料を変更する場合は協議を行い決定すること。
3.修復厚さは、主鉄筋裏側までに若干の余裕を考慮して、60mmに設定している。
　ただし、鉄筋の腐食状況等を確認した上、はつり厚さを変更する場合は協議を行い決定すること。
4.状況によっては、はつり深さや範囲を変更する必要が生じる場合もあるが、構造上への影響が生
　じないように、監督員と十分協議を行って適切に対応すること。
5.数量表は、ロス率を加味しない値を示す。

・ケレンした鉄筋表面に刷毛を用い
　て鉄筋防錆材を塗布する。

1)ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし，当初
  の形状に戻す。
2)1回の埋め戻し厚は，20～30mmを標準とし，下層
　モルタルが十分硬化したことを確認したうえ
　で，次層のモルタルを塗り重ねる。
3)露出させた鉄筋の背面側には，断面修復材が回り
　にくいため，特に入念に埋め戻す必要がある。

※設計最小かぶり

　「PAE系ポリマーセメントモルタルを用いたコンクリート構造物の補修・補強に関する設計・施工マニュアル(案)」を準用し、以下に示す設計最小かぶりを確保すること。

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

実施設計図面

4鉄筋防錆処理

1カッター工 1カッター工

2はつり工

3プライマー塗布

5断面修復材

コンクリート

鉄筋既設部コンクリート

最
小
純
か

ぶ
り
厚

10
m
m程

度

設
計
最
小
か

ぶ
り

既設鉄筋 防錆材塗布 下地処理

カッター工

プライマー塗布断面修復工

劣化部除去

鉄
筋
裏
ま
で

断
面

修
復
厚
さ

3780

4
5
0
0

4
5
0
0

(1)　断面修復工

(2)　断面修復工

(3)　断面修復工

(4)　断面修復工

(5)　断面修復工

(6)　断面修復工

(7)　断面修復工

(8)　断面修復工 (9)　断面修復工

(10)　断面修復工

(11)　断面修復工

(12)　断面修復工

(13)　断面修復工



水切り設置工数量表

名　　称 規　　格 算　　式 数　量 備　　考

水 切 り 材 EPDM系ゴム 3.12×2 6.24 m ウォーターカッター、同等品

(1橋当たり数量)

注記)

1.下地処理ではワイヤーブラシ、ディスクサンダー等で、コンクリート表面の汚れを清掃する。

2.表面含浸材(プロコンガードS)の塗布は、コンクリート表面水分率が6％以下を確認して行うこと。

3.含浸工はプロコンガードシステムSを参考に示すが、別途製品を使用する場合は、同等以上の機能効果

　を有する製品を使用し、それに従順すること。

図示

上部工補修図(2/2)

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

11 / 12

無名3号橋

床版下面
至　徳島市
左岸側

至　那賀町

右岸側

上部工補修図(2/2)

S=1:30

(水切り設置工、表面含浸工)

A1橋台
A2橋台

断面図 S=1:30

上流側下流側

※()内は、終点側を示す。

表面含浸工
（亜硝酸リチウム併用型)

躯体コンクリート

準備工

プライマー塗布

養生

施工手順

下地処理

表面含浸材の塗布

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

エポボンド1CH

EPDM系ゴム

水切り設置工詳細図 S=1:3

実施設計図面

下地処理

プライマー：亜硝酸リチウム系表面含浸材 プロコンガードプライマー(同等品)　標準使用量=0.40kg/m2(塩化物イオン含有量2.0kg/m2未満)

表面含浸材：シラン・シロキサン系表面含浸材 プロコンガードS(同等品)　標準使用量=0.18kg/m2

表面含浸工　3780(側面部)

4
5
0
0

4
5
0
0

表面含浸工　3120(床版下面部)

水切り設置工　L=3120

表
面
含

浸
工

　
4
5
0
0

表
面

含
浸

工
　
4
5
0
0

水切り設置工　L=3120

4003270(～3340)400

4070(～4140)

アスファルト舗装　t= mm

路盤材

表面含浸工　4500

2
5
0

2
5
0

水切り設置工 水切り設置工表面含浸工

表面含浸工表面含浸工

2
5
6 2

5
7

50程度

25下地処理 　　接着剤　　

水切り材

2
0



プロコンガードプライマー(同等品)
標準使用量=0.40kg/m2
(塩化物イオン含有量2.0kg/m2未満)

プロコンガードS(同等品)
標準使用量=0.18kg/m2

注記)

1.下地処理ではワイヤーブラシ、ディスクサンダー等で、コ

　ンクリート表面の汚れを清掃する。

2.表面含浸材(プロコンガードS)の塗布は、コンクリート表面

　水分率が6％以下を確認して行うこと。

3.含浸工はプロコンガードシステムSを参考に示すが、別途製

　品を使用する場合は、同等以上の機能効果を有する製品を

　使用し、それに従順すること。

断面図 S=1:30

上流側下流側

図示

施工要領図（参考図）

図面番号

事業所名

会 社 名

縮    尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

12 / 12

無名3号橋

※()内は、終点側を示す。

断面修復工
[左官工法]

現 状

うき・剥落部

コンクリートはつり

鉄筋防錆処理

断面修復

・ワイヤーブラシ等により鉄筋表面
　の錆を落とす。

鉄筋ケレン

・はつり範囲にカッターを入れる。
・電動ピックを用いてコンクリート
　劣化部をはつる。

施工フロー図

補 修

断面修復材量Vは下式より算出する。
　V=W・L・t・1.18

ここに、  V : 断面修復材量 ,

　W : 修復幅 ,

　L : 修復長 ,

　t : 修復厚

  1.18 : ロス率

（亜硝酸リチウム併用型)
表面含浸工

・ケレンした鉄筋表面に刷毛を用い
　て鉄筋防錆材を塗布する。

1)ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし，
　当初の形状に戻す。
2)1回の埋め戻し厚は，20～30mmを標準とし，
　下層モルタルが十分硬化したことを確認し
　たうえで，次層のモルタルを塗り重ねる。
3)露出させた鉄筋の背面側には，断面修復材
　が回りにくいため，特に入念に埋め戻す必
　要がある。

※床版下空間高さが3m程度であるため、床版下面の
　補修作業を安全に実施できるよう、簡易な作業架
　台を設けること。
※万が一、降雨等により河川の増水が懸念される場
　合は、速やかに工事を中止し、必要に応じて簡易
　作業架台の解体を行うこと。

注記)
1.施工前に現地計測を行い、施工範囲及び施
　工数量について協議を行うこと。
2.断面修復材は、ポリマーセメントモルタル
　を基本とする。ただし、施工性等から材料
　を変更する場合は協議を行い決定すること。
3.修復厚さは、主鉄筋裏側までに若干の余裕
　を考慮して、70mmに設定している。ただし、
　鉄筋の腐食状況等を確認した上、はつり厚
　さを変更する場合は協議を行い決定するこ
　と。
4.状況によっては、はつり深さや範囲を変更
　する必要が生じる場合もあるが、構造上へ
　の影響が生じないように、監督員と十分協
　議を行って適切に対応すること。
5.数量表は、ロス率を加味しない値を示す。

施工要領図（参考図）

側面図 S=1:50

平面図 S=1:50

起点側(左岸側)

至 徳島市

終点側(右岸側)

至 那賀町

DL=92.000

起点側(左岸側)

至 徳島市

終点側(右岸側)

至 那賀町

躯体コンクリート
準備工

プライマー塗布

養生

施工手順

下地処理

表面含浸材の塗布

徳島県南部総合県民局　県土整備部＜那賀＞

(主)徳島上那賀線

那賀郡那賀町寺内

Ｒ７那土　徳島上那賀線（大師１号橋他）
那賀・寺内　橋梁修繕工事

露岩

露岩

崩壊
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AS 無名3号橋
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Co
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実施設計図面

下地処理

プライマー：亜硝酸リチウム系表面含浸材

表面含浸材：シラン・シロキサン系表面含浸材

4003270(～3340)400

4070(～4140)

アスファルト舗装　t=112mm

路盤材
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簡易作業架台設置

3
0
7
0

4鉄筋防錆処理

1カッター工 1カッター工

2はつり工

3プライマー塗布

5断面修復材

コンクリート

鉄筋既設部コンクリート

最
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か
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橋長(桁長)　3780
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簡易作業架台設置


